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▼
九
浦
の
庭
の
築
山
に
植
え
た

身
延
山
の
し
だ
れ
桜
は
、
根
付
か

ず
残
念
で
し
た
。 

▼
本
宿
地
区
盆
踊
り
、
九
浦
の

家
は
今
年
も
枝
豆
と
缶
ビ
ー
ル 

つ
ど
い
へ
ど
う
ぞ 

 
七
月 
「
緩
和
ケ
ア
入
門
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七
月

31
日 

日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー
緩
和
ケ
ア
科
秋
山
修
先
生 

 

治
療
不
可
能
な
病
の
人
が
家
族
と
共
に
死
の
瞬

間
ま
で
居
心
地
よ
い
場
所
で
最
大
のQ

O
L

を
す
ご

す
る
よ
う
に
す
る
。
み
と
り
が
重
要
な
仕
事
。 

自
宅
を
望
ま
し
い
と
思
う
人
は
多
い
が
、
長
期
の

24
時
間
の
医
療
管
理
、
食
事
、
排
す
つ
は
大
変

で
、
病
院
が
そ
れ
を
代
る
。
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
希
望
者
が
増
え
た
。
こ
の
辺
だ
と
衛
生
病

院
・桜
町
、
野
村
病
院
が
や
っ
て
い
る
。
日
赤
は

1995

年
か
ら
取
り
組
ん
で
、
よ
い
結
果
を
得
て
い

る
。
最
後
も
自
分
ら
し
く
と
い
う
人
が
増
え
て
い
る
。 

（記
録
・資
料
は
九
浦
の
家
に
あ
り
ま
す
） 

 

八
月
「
議
員
と
懇
談
」桑
津
昇
太
郎
氏

22
日 

九
月
「
自
分
た
ち
で
出
来
る
防
災
」
26
日  

命
あ
っ
て
の
物
だ
ね
。
市
防
災
課
の
水
野
氏
の
具

体
的
な
提
案
。
避
難
所
よ
り
自
宅
待
機
な
ど
。 

 

ア
ジ
ア
を
知
ろ
う
台
湾-

一 

八
月
３
日 

は
じ
め
て
の
台
湾
・
美
麗
島F

o
rm

o
sa 

                 
 

 
 

講
師 

蔡
易
達
氏 

さ
つ
ま
い
も
の
よ
う
な
形
を
し
た
台
湾
は
九
州
よ

り
尐
し
小
さ
い
島
で
す
。
大
航
海
時
代
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
船
が
台
湾
沖
を
通
航
中
に
見
つ
け
、
美
し
い

島
フ
ォ
ル
モ
サ
と
名
付
け
ま
し
た
。
台
湾
は
そ
の

後
現
代
に
至
る
ま
で
、
外
来
政
権
に
支
配
さ
れ

続
け
て
き
ま
し
た
。 

オ
ラ
ン
ダ
統
治
か
ら
ス
ペ
イ

ン
統
治
、
そ
し
て
「国
性
爺

合
戦
」で
知
ら
れ
る
鄭
成
功

の
統
治
。
国
性
爺
は
明
の
皇

帝
が
鄭
成
功
を
謁
見
し
た
際
、
朱
と
い

う
国
姓
を
賜
っ
た
の
が
由
来
で
す
。
し
か

し
そ
れ
ら
も
非
常
に
狭
い
範
囲
を
統
治

し
た
に
過
ぎ
ず
、
南
北
に
連
な
る
高
い

山
々
が
壁
と
な
り
、
民
族
の
ま
と
ま
り
も

統
治
も
難
し
か
っ
た
の
で
す
。 

そ
の
後
、
清
の
統
治211

年
を
経
て
日
本
の
統
治

が
敗
戦
ま
で
50
年
間
続
き
ま
す
。
抵
抗
叛
乱
も

多
く
、
大
き
な
も
の
で
は
西
来
庵
事
件
、
霧
社
事

件
が
あ
り
ま
す
。
第
四
代
総
督
の
時
の
民
政
長

官
後
藤
新
平
は
厳
し
い
取
り
締
ま
り
の
一
方
、
現

場
を
徹
底
的
に
調
査
し
政
策
を
立
て
近
代
化
を

進
め
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ラ
、
教
育
に
も
成
果
を
あ

げ
ま
し
た
。
ま
た
ダ
ム
を
建
設
し
た
八
田
与
一
、

米
を
改
良
し
蓬
莱
米
を
作
っ
た
磯
永
吉
は
人
々

に
今
で
も
尊
敬
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
国
か
ら
蒋
介

石
の
国
民
党
が
き
て
統
治

50
年
。
現
在
は
人
口

の
98
％
を
漢
人
が
占
め
、
原
住
民
は
２
％
に
過

ぎ
な
く
な
り
ま
し
た
。
当
初
、
イ
ン
フ
レ
、
食
糧
の

欠
乏
と
、
社
会
は
混
乱
し
、
大
歓
迎
だ
っ
た
ム
ー

ド
は
失
望
に
変
わ
り
、
二
二
八
事
件
は
全
島
で

起
こ
っ
た
蜂
起
で
す
。
政
府
に
よ
る
鎮
圧
、
殺
戮

は
大
き
な
傷
を
残
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
38
年
間

も
戒
厳
令
が
布
か
れ
ま
し
た
。 

中
国
語
が
話
す
な
く
て
登
用
さ
れ
な
い
な
ど
台

湾
人
へ
の
差
別
も
あ
り
、
教
科
書
の
歴
史
も
中
国

の
歴
史
で
台
湾
の
歴
史
は
あ
り
ま
す
ん
で
し
た
。

台
湾
の
歴
史
を
編
む
動
き
が
起
こ
り
『台
湾
を
知

る
』が
で
き
ま
し
た
。 

歴
史
か
ら
台
湾
と
い
う
国
に
つ
い
て
考
え
さ
す
ら

れ
、
72
名
の
参
加
に
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
蔡
易
達
さ
ん
は
台
湾
を
研
究
す
る
た
め
来

日
。
十
数
年
武
蔵
野
に
住
ま
れ
ま
し
た
。 

（蔡
氏
の
翻
訳
『台
湾
を
知
る
』を
九
浦
に 

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
） 

                

九
浦
の
庭
の
生
き
も
の
探
し
―
秋
の
虫 

 

蜘
蛛
お
じ
さ
ん
小
峰
光
弘
氏
と
虫
探
し
。
メ
タ 

リ
ッ
ク
シ
ル
バ
ー
の
甲
虫
や
ウ
ヅ
キ
コ
モ
リ
グ
モ
の 

幼
態
、
バ
ッ
タ
な
ど
25
種
類
以
上
を
採
取
。 

 
第
２
回
「台
湾
エ
ン
タ
メ
の
世
界
へよ
う
こ
そ
！
」 

台
湾
映
画
、
ド
ラ
マ
の
魅
力
。
テ
レ
サ
・テ
ン
、
欧
陽 

菲
菲 

ジ
ュ
デ
ィ
・オ
ン
グ
か
ら
一
青
窈
な
ど
、
日 

台
の
歌
謡
交
流
史
な
ど
。
十
月
６
日
、
台
湾
影

視
研
究
所
主
宰
稲
見
公

仁
子
さ
ん
に
よ
る
台
湾
芸

能
入
門
講
座
で
し
た
。 

     

▼
市
の
防
災
計
画
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は

災
害
時
に
地
域
の
支
え
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
尐
し
ず
つ
、
出

来
る
こ
と
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
徒
歩
帰
宅
者
へ

の
ト
イ
レ
や
水
の
提
供
、
そ
の
場
所
で
あ
る
誘
導

表
示
を
ど
う
す
る
か
な
ど
。 

▼
運
営
委
員
必
携
コ
ミ
セ
ン
用
語
集
完
成
。
「吉

祥
寺
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」 

▼
八
月

22
日
初
級
囲
碁
教
室
の
大
会
に
30

名
。
大
会
は
嫌
と
い
う
会
員
さ
ん
も
い
ま
す
。 

▼
入
門
囲
碁
教
室
も
人
気
が
出
で
24
名
に
。
講

師
が
ほ
ぼ
毎
日
ロ
ビ
ー
で
補
習
し
て
ま
す
。 

▼
様
々
な
式
や
会
合
の
時
に
使
う
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ

ス
を
購
入
し
ま
し
た
。 

▼
今
秋
の
国
体
用
に
育
て
た
ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
。
園

芸
の
達
人
が
い
る
の
で
、
九
浦
の
家
で
は
見
事
に
育

ち
、
大
会
会
場
に
運
ば
れ
ま
し
た
。 

▼
三
遊
亭
橘
也
、
上
方
落
語
立
川
雲
水
さ
ん
は

二
人
と
も
他
に
席
を
移
さ
れ
、
九
月
か
ら
「春
風

亭
朝
也
吉
祥
寺
東
落
語
会
」を
始
め
ま
し
た
。

18
日
14
時
か
ら
子
ほ
め
と
竹
の
水
仙
。 

▼
ホ
ー
ル
の
ピ
ア
ノ
を
個
人
練
習
に
貸
し
出
し
ま

す
。
当
日
申
し
込
み
。
午
前
と
午
後
の
み
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
窓
口
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

▼
男
子
ト
イ
レ
併
設
の
誰
で
も
ト
イ
レ
、
施
錠
の

不
具
合
な
お
り
ま
し
た
。 

▼
入
口
の
竹
垣
エ
ア
コ
ン
カ
バ
ー
が
破
損
。
修
理
予

定
で
新
素
材
を
物
色
中
で
す
。 

▼
パ
ソ
コ
ン
不
調
以
来
途
絶
え
て
い
る
HP
を
今
懸

命
に
ア
ッ
プ
に
向
け
制
作
中
で
す
。 

吉祥寺東コミュニティセンター ０４２２-２１－４１４１  higasi-c@parkcity.ne.jp 

 
 

 

吉
東
・
南
・本
宿
３
コ
ミ
セ
ン
ネ
ッ
ト 

 

む
さ
し
の
地
区
外
環
問
題
協
議
会 

  

九
月

28
日
（土
）14

時
よ
り
、
南
コ
ミ
セ
ン
で
、

柴
崎
直
朗
福
島
大
共
生
シ
ス
テ
ム
理
工
学
類
教

授
に
よ
る
「外
環
ト
ン
ネ
ル
の
地
下
水
へ
の
影
響
」-

大
深
度
で
の
水
の
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。 

外
環
ト
ン
ネ
ル
は
武
蔵
野
台
地
の
帯
水
層
を
横
切

り
ま
す
。
地
下
水
盆
と
か
水
文
地
質
学
と
い
う

分
野
。
難
し
い
け
れ
ど
興
味
深
く
新
鮮
で
し
た
。 

20
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
決
ま
り
、
外

環
の
強
行
推
進
に
繋
が
る
の
を
恐
れ
ま
す
。 

 

 

 

 

吉
東
・
南
・
本
宿
３
コ
ミ
セ
ン
ネ
ッ
ト 

 
 

市
議
会
議
員
と
の
懇
談
会 

八
月

31
日 

 

本
宿
コ
ミ
セ
ン
で
、
市
議
と
の
懇
談
会
。
出
席
は

小
美
濃
・木
崎
・桑
津
・川
名
・西
園
寺
・斉
藤
・

し
ば
・前
田
・内
山
・山
本
（
あ
）
・
山
本
（
ひ
）
の
諸
議

員
。
事
前
質
問
票
に
欠
席
の
深
田
議
員
回
答
。 

懇
談
は
、
ゴ
ミ
、
公
園
の
整
備
、
ト
イ
レ
の
要
望
。

前
職
教
師
を
人
材
セ
ン
タ
ー
登
録
で
補
習
に
。
自

由
大
学
の
月
謝
高
い
。
市
の
自
立
支
援
、
若
者
支

援
弱
い
。
中
・高
中
退
者
対
策
。
発
達
障
害
支

援
。
外
環
に
対
す
る
意
見
。
住
み
た
い
町
No
１
の

理
由
は
？
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。 

 



街づくりができるのは、 そこで生活  する私たちです。 
九
浦
の
家
だ
よ
り100

号
に 

さ
さ
や
か
に
お
祝
い
の
会 

九
月

24
日 

 

 

東
町
で
ご
愛
読
い
た
だ
い
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
通
信
「九
浦
の
家
だ
よ
り
」、
創
刊

1982

年
十
二
月
以
来
、
今
年
七
月
で
発
刊

100

号
に
な
り
ま
し
た
。 

吉
祥
寺
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（当
時
セ

ン
タ
ー
が
尐
な
く
、
東
町
と
い
う
よ
り
吉
祥

寺
の
東
部
を
カ
バ
ー
す
る
と
い
う
意
味
で
、

吉
祥
寺
東
）九
浦
の
家
は
、1978

年
開
設
な

の
で
、
開
館
４
年
後
の
発
刊
で
す
。 

当
時
、
今
の
ヨ
ド
バ
シ
の
東
側
は
、
急
激
な

開
発
の
隙
間
で
、
羽
田
空
港
か
ら
外
国
人

が
タ
ク
シ
ー
に
「近
鉄
裏
」と
指
名
す
る
ほ

ど
の
、
新
宿
歌
舞
伎
町
級
の
ピ
ン
ク
街
で
、

き
ら
め
く
ネ
オ
ン
と
電
飾
、
客
引
き
と
騒

音
、
吐
し
ゃ
物
、
立
ち
小
便
。
し
か
も
、
あ

ま
り
に
急
ご
し
ら
え
の
歓
楽
街
は
、
隣
も
奥

も
普
通
の
お
家
で
、
児
童
生
徒
も
多
く
、
住

民
が
悲
鳴
を
あ
げ
ま
し
た
。
あ
ま
つ
さ
え
、

ス
ト
リ
ッ
プ
劇
場
進
出
と
い
う
の
で
、
本
宿

小
と
第
三
中
学
の
学
校
区
だ
っ
た
た
め
、
ま

ずP
T

A

が
、
そ
し
て
青
尐
協
が
声
を
あ
げ
、

町
会
と
共
に
反
対
運
動
を
始
め
ま
し
た
。
ス

ト
リ
ッ
プ
劇
場
は
止
め
た
も
の
の
、
そ
の
後

も
ピ
ン
ク
営
業
は
激
し
く
、
更
に
、
既
存
の

２
ホ
テ
ル
に
加
え
ラ
ブ
ホ
テ
ル
の
計
画
が

続
々
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

82
年
、
遂
に
た
ま
り
か
ね
た
住
民
は
「風

俗
産
業
公
害
に
関
す
る
直
接
請
求
」を
行

い
ま
す
。
東
コ
ミ
セ
ン
運
営
委
員
会
は
、
こ
の

運
動
の
条
文
作
り
に
協
力
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
一
万
を
超
え
る
署
名
を
も
ら
っ
た
直
接

請
求
の
不
採
択
に
な
っ
た
結
果
を
、
ど
う
皆

さ
ん
に
報
告
す
る
か
―
と
い
う
時
、
思
い

切
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信
を
発
行
し
よ
う
、

そ
れ
で
伝
え
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。 

で
す
か
ら
、
そ
の
時
点
で
、
全
戸
配
布
、
セ
ン

タ
ー
の
お
知
ら
す
で
な
く
、
地
域
で
の
問
題

を
知
っ
て
も
ら
う
と
い
う
、
基
本
の
考
え
方

と
視
点
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

第
１
号
は
、
九
浦
の
家
生
み
の
親
で
あ
る
和

真
人
さ
ん
の
巻
頭
言
、
開
館
に
至
る
ま
で

既
に100

回
重
ね
て
い
た
「吉
祥
寺
東
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
つ
ど
い
に
つ
い
て
」と
、
阿
部
洋
子

代
表
の
協
議
会
の
解
説
、
直
接
請
求
の
顛

末
、
街
づ
く
り
と
は
何
か
と
い
う
思
い
の
吐

露
と
、
B5
判
４
頁
は
思
い
満
載
で
出
発
し

ま
し
た
。
今
は
転
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
小
池

牧
子
さ
ん
と
川
村
三
郎
さ
ん
と
い
う
編
集

お
よ
び
印
刷
の
プ
ロ
が
い
た
こ
と
が
大
き
な

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
活
字
は
９
ポ
。
小
さ

過
ぎ
不
評
で
、
現
在

A4
判
で
す
。 

配
布
が
問
題
で
し
た
。
運
営
委
員
総
動
員

で
も
足
り
ず
、
友
人
に
頼
み
込
ん
で
、
東
町

全
域
を
一
人100

部
か
ら150

部
配
っ
て
も

ら
う
態
勢
を
整
え
ま
し
た
。
30
年
以
上
続

け
て
配
布
し
て
い
る
協
力
員
が
何
人
も
お
い

で
で
す
。
配
布
あ
っ
て
こ
そ
の
通
信
。
お
祝
い

の
会
は
、
発
行
人
の
運
営
委
員
と
配
布
協

力
員
が
、
昔
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

東
町
ニ
ュ
ー
ス
が
最
も
読
ま
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
外
出
し
難
く
な
っ
た
老
婦
人
た
ち

に
、
街
の
そ
こ
こ
こ
が
ど
う
変
わ
っ
た
か
と
い

う
話
が
喜
ば
れ
た
の
が
、
ニ
ュ
ー
ス
の
き
っ
か

け
で
し
た
。
振
り
返
る
と
、
東
町
と
い
う
地

域
内
に
関
す
る
ほ
と
ん
ど
の
事
柄
の
ア
ー
カ

イ
ブ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
感
想
が
励
み
に
な

り
ま
す
。
ご
意
見
を
ど
う
ぞ
。 

 

科
学
実
験
シ
ョ
ー
と 

万
華
鏡
作
り   

九
月

28
日
午
後  

出
雲
科
学
館
館
長
曽
我
部
国
久
さ
ん 

 

一
年
生
二
年
生
が
ほ
と
ん
ど
の
、
48
名
の

子
ど
も
た
ち
が
、
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
集

中
力
で
３
時
間
、
難
し
い
作
業
を
何
回
も
や

り
直
し
な
が
ら
、
自
分
の
万
華
鏡
を
作
り

上
げ
ま
し
た
。
時
間
が
延
び
、
迎
え
の
方
を

大
勢
お
待
た
す
し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
の
成

果
と
大
満
足
で
お
許
し
く
だ
さ
い
。 

◎
八
月

17
・
18
両

日
の
本
宿
盆
踊
り

は
、
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
二
日
間
で23

0
0

の
参

加

者
。
子

連

れ
、
外
国
の
方
も
多

く
、
ま
す
ま
す
の
盛

況
で
す
。
今
年
太
鼓

の
櫓
を
小
型
化
し
、

提
灯
と
電
線
を
全

部
新
調
し
ま
し
た
。

本
宿
小
先
生
チ
ー
ム

が
八
丈
島
の
ア
ジ
メ

ン
チ
カ
ツ
を
出
店
。 

◎
九
月
８
日
東
部
福
祉
の
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。 

◎
末
日
聖
徒
教
会
南
の
西
友
駐
輪
場
を
ラ
ッ
ク
式

有
料
と
し
た
ら
、
買
い
物
客
の
自
転
車
用
に
。 

◎
つ
る
か
め
西
に
、A-Q

ue.jp

八
月

30
日
オ
ー
プ

ン
。
雑
貨
・服
・ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど 

◆
東
町
の
事
件( 

十
月
上
旬
ま
で
）八
月
侵
入
盗

＝
無
施
錠
）１ 

車
上
狙
い
３
。
八
月
夜
西
荻
駅
か

ら
東
町
四
丁
目
へ
の
通
り
で
痴
漢 

お
尻
タ
ッ
チ
。 

◆
丂
～
十
月
東
町
人
身
事
故 

二
丁
目
２
件
（ 

車

×

車
１ 

車×

自
転
車
１) 

三
丁
目
八
月
上
旬
１

（ 

自
転
車×

車 

自
転
車
信
号
無
視
）。
八
月
６
日

つ
る
か
め
ら
ん
ど
前
で
居
眠
り
運
転
車
に
工
事

車
両
整
理
員
が
挟
ま
れ
死
亡
。
十
月
６
日
モ
ル
モ

ン
教
会
前
の
通
り
で
、
車×

人
の
事
故
。
救
急
車

で
。
同
５
日
、
富
士
家
具
前
で
酔
っ
払
い
に
倒
れ
か

か
ら
れ
た
自
転
車
が
、
通
行
者
に
倒
れ
か
か
る
。 

物
件
事
故
一
丁
目

16
件
（ 

車×

車

11
） 

二
丁

目
２
件
（ 

車×

車
１ 

車×

自
転
車
） 

三
丁
目
１

件
（ 

車×

人
） 

四
丁
目
２
件
（ 

車×

物
） 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◆
東
町
火
災 

八
月
1 1
日
三
丁
目
ガ
ス
台
小
火 

 

◎
十
月
６
日
武
蔵
野
市
長
選
、
邑
上
市
長
三
選
。

全
市
投
票
率4

1.29

と
前
回
を
下
回
る
。
三
中
投

票
所4

0
.29

％
、
本
宿
小3

9.29

％
と
低
投
票
率
。 

はい、いいよ。鏡の具合を見てもらうために押しくら。 

昔のこと、配布のこと、30年分の話は尽きません。 

美大通り水の壁画プロムナード 



街づくりができるのは、 そこで生活  する私たちです。 
 

 
 

 
 

東
町(

吉
祥
寺
東
部
）ニ
ュ
ー
ス 

 

今
年
も
モ
ク
セ
イ
の
香
り
が
溢
れ
る
東
町
で
す
。 

東
町
住
民
で
も
あ
る
ク
ド
カ
ン
脚
本
の
「 

あ
ま

ち
ゃ
ん
」
終
了
で
、
大
勢
あ
ま
ロ
ス
状
態
で
す
。 

◎
燕
、３
羽
ず
つ
八
月
巣
立
ち
ま
し
た
。 

◎
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
九
月

23
日
、
ニ
丁
目
の
変
電

所
近
く
の
お
家
の
庭
に
現
れ
ま
し
た
。
、 

◎
十
月
に
な
っ
て
も
真
夏
日
が
つ
づ
く
変
な
気

候
に
、
東
町
公
園
の
百
日
紅
の
う
ど
ん
こ
病
が

酷
く
枯
枝
が
目
立
ち
ま
す
。 

◎
四
軒
寺
交
差
点
す
い
す
い
プ
ラ
ン
に
か
か
る

「 

巴
里
院
」
が
九
月
１
日
で
閉
店
。
営
業

76
年
。 

◎
女
子
大
通
り
多
奈
可
亭
八
月
末
日
で
閉
店
。 

◎
吉
祥
寺
図
書
館
西
向
い
の
「 

花
菜
」
、
丂
月
末

19
年
で
閉
店
。
同
所
に
フ
ロ
ー
ズ
ン
ヨ
ー
グ
ル

ト
の
店
が
十
月
９
日
開
店
。 

◎
十
月
４
日
九
浦
の
家
か
ら
西
へ
抜
け
る
通
り

の
欅
の
大
木
を
伐
採
。
大
き
な
切
り
株
で
す
。 

◎
女
子
大
通
り
木
曽
路
跡
に
、
十
一
月

23
日
ひ

だ
ま
り
動
物
病
院
開
院 

◎
吉
祥
寺
通
り
二-

11
ブ
テ
ィ
ッ
クK

aori

は
、

「 

ヘ
ア
サ
ロ
ン
Ｋ
」
に
。
リ
フ
ォ
ー
ム
は
続
け
ま
す
。 

◎
同
じ
通
り
沿
い
少
し
南
に
ギ
タ
ー
の
調
整
と

リ
フ
レ
ッ
ト
「 FR

EA
KY

 ST
Y
LE

」 

◎
武
蔵
野
美
術
学
園
の
先
生
方
に
よ
る
水
の
壁

画
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
が
、
美
大
通
り
下
水
道
改
善

施
設
事
務
所
（ 

プ
ー
ル
跡
地
）の
フ
ェ
ン
ス
に
。 

◎
本
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
、
十
月
初
旬

10
日
間
閉
館
し
、
空
調
設
備
を
総
入
れ
替
え
。 

◎
丂
月
６
日
九
浦
の
家
の
北
隣
の
前
の
道
路
面

に
小
さ
な
穴
が
見
つ
か
り
、
駐
在
さ
ん
が
対
応

し
ま
し
た
。
皆
が
踏
ん
で
い
る
う
ち
に
穴
は
大

き
く
な
り
、
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
排
水
管
か
ら
の
漏

水
で
周
り
の
土
砂
が
流
れ
大
き
な
空
洞
が
で
き

て
い
ま
し
た
。 

 

一
丁
目
合
流
改
善
施
設 

分
水
人
孔
工
事
は
昼
間
に 

 
雨
で
下
水
管
内
の
水
位
が
上
が
っ
た
時
、
下
流

の
処
理
場
へ流
す
も
の
と
、
貯
留
槽
へ取
り
込

む
も
の
を
分
水
す
る
装
置
を
、
美
大
通
り
出

口
か
ら
西
へ
30
ｍ
、
、
女
子
大
通
り
の
南
半
分

を
約
掘
り
下
げ
て
つ
く
り
ま
す
。
十
一
月
上

旬
に
予
定
さ
れ
た
、
準
備
で
路
面
を
掘
る
70

デ
シ
ベ
ル
を
越
え
る
工
事
と
、
下
旬
の
鋼
矢
板

打
設
工
事
は
、
女
子
大
通
り
の
車
の
通
行
を

考
え
夜
間
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、
す
め
て
睡

眠
を
保
証
し
て
ほ
し
い
と
い
う
近
隣
の
要
望

で
、
昼
間
の
工
事
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
土
を

運
び
出
す
ダ
ン
プ
の
運
行
調
整
な
ど
大
変
で

は
あ
り
ま
す
が
、
児
童
生
徒
の
登
下
校
時
間

帯
は
外
し
、
車
の
出
入
り
に
は
保
安
員
が
つ

き
、
安
全
面
の
配
慮
は
約
束
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

（仮
称
）吉
祥
寺
東
町
一
丁
目
公
園=

合
流
改

善
施
設
の
上
部
ー
の
、
公
園
化
計
画
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
第
５
回
が
七
月
29
日
に
終
了
。
最
終

案
に
向
け
基
本
プ
ラ
ン
を
検
討
し
ま
し
た
。
こ

の
検
討
も
反
映
さ
れ
た
も
の
が
、
基
本
プ
ラ
ン

と
な
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
中
央
に
大
き
な
樹
、
全
体
は
は
ら
っ
ぱ
の

計
画
で
す
。
美
大
通
り
の
プ
ー
ル
跡
地
も
公

園
化
さ
れ
ま
す
。
十
一
月
１
日
号
市
報
に
プ

ラ
ン
が
掲
載
さ
れ
る
予
定
。 

 

吉
祥
寺
の
杜
宮
本
小
路
公
園 

  三
月
の
最
終
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
基
本
プ
ラ

ン
が
決
ま
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
は
27

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た(

市
Ｈ
Ｐ
参
照
）。 

公
園
は
詳
細
設
計
中
で
、
工
事
開
始
は
十

二

月

頃
、
来

年

四
月
の
オ
ー
プ
ン

予

定
。
先

行

し

て
、100

ｔ
の
貯
水

槽
工
事
中
で
す

が
、
地
上
で
組
み

立
て
た
水
槽
の

中
の
土
を
掘
っ
て

い
く
と
自
分
の
重
さ
で
沈
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

東
町
二
丁
目 

道
路
問
題 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
二
月
住
民
集
会
後
、
署
名
し
て
下
さ
っ
た

皆
さ
ん
への
結
果
報
告
に
つ
い
て
、
五
月
３
日

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
集
ま
り
以
降
、
文

案
を
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
で
検
討
し
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
微
調
整
中
で
す
。 

  
外
環
地
上
部
街
路
問
題 

 七
月
５
日

19
時
よ
り
第

15
回
の
話
し
合

い
の
会
が
商
工
会
館
で
、
ま
た
、
九
月

10
日

19
時
よ
り
第

16
回
「外
環
地
上
部
街
路
に

関
す
る
話
し
合
い
の
会
」が
武
蔵
野
公
会
堂
で

あ
り
ま
し
た
。
国
の
構
成
員
欠
席
、
都
の
担

当
課
長
は
ま
た
代
り
ま
し
た
。 

の
び
の
び
に
な
っ
て
い
た
浜
本
構
成
員
の
「外

環
地
上
部
街
路
に
つ
い
て
の
主
張
」と
黒
木

構
成
員
の
「防
災
へ
の
意
見
」の
説
明
は
済
み

ま
し
た
が
、
ま
だ
市
民
側
意
見
が
２
つ
先
送

り
さ
れ
て
お
り
、
浜
本
意
見
へ
の
各
構
成
員

の
意
見
表
明
は
次
回
に
繰
り
越
し
と
な
り
、

都
の
整
備
効
果
デ
ー
タ
の
説
明
に
も
入
れ
ま

す
ん
で
し
た
。
武
蔵
野
市
に
と
っ
て
「そ
の
２
地

上
部
街
路
」が
必
要
か-

と
い
う
本
題
に
は
入

り
ま
す
ん
で
し
た
。
次
の
第
17
回
に
都
側
が

言
う
「必
要
性
―
整
備
効
果
と
影
響
」に
入
る

予
定
で
す
。 

九
月
２
日
（月
）
19
時
か
ら
、
国
交
省
は
武
蔵

野
市
民
と
杉
並
区
民
対
象
の
「大
深
度
地
下

使
用
認
可
申
請
に
向
け
た
東
京
外
郭
環
状
道

路
の
説
明
会
」を
本
宿
小
で
開
催
。
パ
ワ-

ポ
イ

ン
ト
に
よ
る
お
決
ま
り
の
説
明
が
長
く
、
質
問

は
数
人
で
強
権
的
に
打
ち
切
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
13
日
（金
）
16
時
～

20
時
、
同
じ
く

本
宿
小
で
「外
郭
環
状
道
路
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
大
深
度
予
定
の
本
線
に
つ

い
て
、
事
業
概
要
、
沿
線
予
定
地
地
図
、
模
型

が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
へ個
別
対
応
で
情
報
を

提
供
し
説
明
す
る
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
に
並
行
し
て
、
18
時
半

か
ら
20
時

15
分
ま
で
、
世
田
谷
・調
布
・三

鷹
・武
蔵
野
・杉
並
・練
馬
の
６
区
市
「関
係
住

民
に
よ
る
外
環
ネ
ッ
ト
『わ
た
し
た
ち
の
地
域

課
題
検
討
会
』報
告
書
実
行
委
員
会
」が
、
昨

年
八
月

21
日
参
議
員
会
館
院
内
集
会
の

際
、
国
交
省
に
だ
し
た
質
問
書
への
回
答
を
、

国
道
事
務
所
が
行
う
機
会
が
、
本
宿
小
の
別

室
で
あ
り
ま
し
た
。
住
民
に
と
っ
て
回
答
と
納

得
で
き
る
情
報
は
な
く
、
さ
ら
に
懇
談
会
を

要
望
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
九
浦
の
家
ロ
ビ
ー
正
面
の

棚
に
あ
り
ま
す
。 

  

道
路
通
称
名
の
設
定
に
係
る
要
望 

 

吉
祥
寺
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
は
、
域
内
の

通
り
の
通
称
を
つ
け
よ
う
と
地
域
に
呼
び

掛
け
て
き
ま
し
た
。
す
で
に
呼
称
が
定
着
し

た
所
に
つ
き
、
九
月

20
日
、
本
宿
コ
ミ
セ
ン
・

青
尐
協
本
宿
地
区
委
員
会
・本
宿
小
Ｐ
Ｔ

Ａ
・第
三
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
共
に
、
市
に
対
し
て
、

市
道112

号
線
を
「本
宿
小
通
り
」 

市
道

119

号
線
を
「三
中
通
り
」に
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
要
望
を
出
し
ま
し
た
。 

 

か
ま
く
ら
が
で
き
た
よ 



 

◇
つ
ど
い
（
木
曜
日
） 

 

十
月

31
日
（木
） 

19
時
～
地
元
議
員
と
の 

 
 

懇
談 

小
美
濃
安
弘
議
員 

 

十
一
月

28
日

19
時
～
歴
史
資
料
館
開
設
準 

 

備
室
長 

田
川
さ
ん
に
聞
く 

 

十
二
月

26
日

19
時
～
「今
年
を
振
返
っ
て
」 

 

◇
吉
祥
寺
東
落
語
会 

春
風
亭
朝
也 

 

十
一
月

20
日

14
時 

木
戸
銭
五
百
円 

 

◇
九
浦
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト 

 

十
一
月
３
日
（
日
）
10
時
半
～

15
時 

 
  ◇

ア
ジ
ア
を
知
ろ
う
台
湾
十
一
月

10
日

14
時 

 

「
二
つ
の
故
宮
を
め
ぐ
っ
て
」 

 
 

 

野
島
剛 

元
朝
日
新
聞
台
北
支
局
長 

 
 ◇

三
中
く
ぬ
ぎ
祭 

十
月

25
日
・
26
日 

 

本
宿
小
は
と
の
子
発
表
会 

十
一
月
15
・
16
日 

 

◇
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
大
会 

十
一
月
23
日 

 

◇
青
少
協
フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク 

十
一
月
24
日 

 

10
時
半
～
本
宿
小
体
育
館 

 

◇

17
回
「地
上
部
街
路
に
関
す
る
話
合
い 

の
会
」 

十
一
月
７
日
（木
）商
工
会
館 
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吉祥寺東コミュニティ協議会 
● 武蔵野市吉祥寺東町  

 １－１２－６ 
吉祥寺東コミュニティ 
センター（九浦の家） 

●電話０４２２－２１－４１４１ 

東
町
の
人 

 

「
満
ち
溢
れ
る
酒
場
」 

 

を
め
ざ
し
て 

 
 

闇
太
郎
店
主 

 

山
田
康
典
さ
ん 

 
 東

町
の
五
日
市
街
道
沿
い
に
「闇
太
郎
」と
い
う

小
さ
な
居
酒
屋
が
あ
る
。
昨
年
の
十
二
月
に
、

開
店

40
周
年
を
迎
え
た
。
こ
の
40
年
間
、
店
の

た
た
ず
ま
い
が
、
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。  

「
40
年
前
、
五
日
市
街
道
の
こ
の
辺
り
は
、
暗

く
さ
び
し
い
と
こ
ろ
で
、
酒
場
に
適
し
た
場
所
で

は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
ま
ず
、
目
立
た
な
け
れ
ば

と
思
っ
た
し
、
同
時
に
大
衆
的
で
安
心
で
き
る

店
で
あ
る
こ
と
も
表
現
し
た
い
と
思
っ
た
。
闇
に

浮
か
ぶ
大
き
な
赤
提
灯
、
大
き
な
壁
看
板
、

「気
楽
に
飲
め
る
酒
処
、
闇
太
郎
」と
大
書
し
た

テ
ン
ト
、
剣
菱
の
飾
り
樽
、
白
地
の
の
れ
ん
、
料

理
メ
ニ
ュ
ー
と
値
段
の
一
覧
表
等
こ
れ
ら
全
て
で

構
成
し
て
い
る
た
た
ず
ま
い
こ
そ
、
闇
太
郎
の
真

骨
頂
な
ん
で
す
」 

「闇
太
郎
と
い
う
名
も
、
三
十
歳
で
脱
サ
ラ
し 

て
、
面
白
い
こ
と
を
や
り
た
い
、
も
っ
と
自
由
な 

意
識
で
、
遊
び
の
精
神
も
も
っ
て
、
仕
事
や
人

生
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
、
挑
戦
の
意
味
も

こ
め
て
つ
け
た
名
前
で
す
。
」 

ー
そ
の
心
意
気
に
応
え
て
く
れ
た
常
連
の
お
客

さ
ん
が
お
店
を
支
え
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

「勿
論
そ
う
で
す
。
で
も
、
何
年
や
っ
て
い
よ
う

と
、
そ
の
日
そ
の
日
の
お
客
さ
ん
が
中
心
で
、
絶

え
ず
常
連
つ
く
り
を
や
っ
て
新
陳
代
謝
し
て
い

か
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
駄
目
に
な
り
ま
す
」 

地
元
に
あ
っ
た
古
い
店
や
個
性
的
で
素
晴
ら
し

い
店
も
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
無
く
な
る
の
を
見
て

来
た
山
田
さ
ん
に
は
「一
寸
先
は
闇
」
と
い
う
思

い
が
常
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

こ
の
40
年
間
変
わ
ら
ぬ
「闇
太
郎
」に
も
一
回

だ
け
存
亡
の
危
機
が
あ
っ
た
。 

「店
の
立
ち
退
き
抗
争
が
６
年

間
あ
り
ま
し
た
。
結
果
的
に
は

裁
判
に
よ
っ
て
、
35
年
間
こ
の

地
で
生
き
て
き
た
闇
太
郎
の

存
在
の
力
が
、
金
も
う
け
だ
け

の
相
手
に
勝
ち
ま
し
た
。
そ
の

間
「闇
太
郎
存
続
」の
署
名
運

動
を
行
っ
た
際
、
２
０
７
９
名

も
の
方
が
賛
同
し
て
く
れ
、
大

き
な
感
動
を
味
わ
い
ま
し
た
。

今
後
も
五
日
市
街
道
の
こ
の
地
で
、
赤
提
灯
の

灯
を
灯
し
続
け
て
い
く
決
意
を
新
た
に
し
た
も

の
で
す
」 

ー
色
々
な
文
化
人
の
常
連
が
た
く
さ
ん
来
ら

れ
る
そ
う
で
す
ね
。 

「常
連
の
中
に
漫
画
家
や
作
家
、
音
楽
家
、
映

画
や
演
劇
等
文
化
人
も
多
い
で
す
。
で
も
彼
ら

の
サ
ロ
ン
み
た
い
に
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
す

ん
。
普
通
の
若
者
も
い
て
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
並
ん

で
飲
め
る
よ
う
な
幅
の
広
い
店
で
あ
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」 

ー
そ
れ
に
し
て
も
、
吉
祥
寺
か
ら
の
文
化
の
発

信
に
、
闇
太
郎
を
拠
点
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。 

「店
を
始
め
た
時
、
安
い
値
段
で
実
質
飲
み
食
い

で
き
る
店
で
あ
る
と
同
時
に
、
料
理
だ
け
で
勝

負
と
い
う
よ
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー
を
通
し
て
お
客

さ
ん
と
交
わ
り
な
が
ら
、
面
白
い
空
間
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
意
識
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
ち

ら
と
お
客
さ
ん
が
協
力
し
合
っ
て
、
丁
度
、
厨

房
と
客
席
の
中
間
、
カ
ウ
ン
タ
ー
あ
た
り
で
演

劇
空
間
が
成
り
立
っ
て
る
感
じ
か
な
。
学
生
時

代
に
ブ
レ
ヒ
ト
演
劇
を
上
演
し
た
の
で
、
共
通
し

た
も
の
を
感
じ
ま
す
ね
」  

 
 

 
 

 
 

 

 

ー
こ
こ
に
、
闇
太
郎
開
店

40
周
年
記
念
誌
「満

ち
溢
れ
る
酒
場
」と
い
う
冊
子
が
あ
り
ま
す
。 

寄
稿
者
は
「闇
太
郎
」を
愛
す
る
と
い
う
共
通
の

心
で
結
ば
れ
た
お
客
さ
ん
た
ち
。
江
口
寿
史
、

宮
藤
官
九
郎
、
大
友
克
洋
、
久
住
昌
之
、
山
田

詠
美
、
川
上
弘
美
等
そ
う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー

が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
ね
。 

「有
難
い
こ
と
に
、
皆
さ
ん
時
々
お
顔
を
出
し
、

闇
太
郎
を
大
事
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
」 

ー
深
夜
の
お
仕
事
、
体
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

「自
転
車
通
勤
で
き
る
南
町
に
住
ん
で
い
て
、
職

住
近
接
の
恵
ま
れ
た
環
境
に
感
謝
で
す
」 

今
夜
も
、
五
日
市
街
道
に
は
、
「闇
太
郎
」の
赤

提
灯
が
灯
っ
て
い
ま
す
。  

 
 

 
  

（池
田
茂
） 
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